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1.研 究 目的 ・内容

有限量子多体系 としての原子核が、集団的に回転す るときに期待 され る、運動の減衰 を記

述 し、その微視的メカニズムを明 らかにす ることを主要な目的 とす る。原子核 が非常に大き

な変形 をしているとき(超 変形状態)回 転運動は非常に規則的で、減衰機構が弱め られて

いることがわかっている。そのよ うなケースは、統計力学的アプロ._._チでは理解 できない微

視的減衰機構を 探 るのに、絶好のプロ..___ブであると考え られ る。本課題 では、新たに他の変

形状態への遷移が可能であるときに、減衰機構にどの ような影響が及ぼ されるか を研究す る

ことを主眼 とす る。理論的興味 とともに、実験データとの比較の上で、他の崩壊モー ドとの

競合の評価 は、実際的必要性があるためである。

研究方法 ・計算方法

非常に大きな変形 を起 こす ような原子核 は、100～200個 の核子(構1成 粒子)を 持 ち、

そのような多 自由度のハ ミル トニアンは扱いが困難であるから、主要な集団運動モー ドのみ

を取 り扱 う、集団ハ ミル トニアンを用いる。異なる変形状態への遷移 を記述す るため、2つ

の四重極変形度を変数に とる。この系で、遷移を量子 トンネル遷移 として半古典的に求める

のである。2自由度系のため、虚時間において、運動方程式を解 く方法で崩壊経路を計算 した。

いわゆるインスタン トンを、励起状態 にも拡張 したものである。計算 した崩壊確率を対角化

計算で求めた固有状態 に適用 して、結果の考察 と実験データとの比較 をお こなった。

3.研 究成果

前年度に引き続き、幾つかの核種、角運動量、相互作用パ ラメーターのもとで計算 を行 っ

た。系統的評価のために、さらに計算データを蓄積す ることが必要である。
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